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論文の内容の要旨

　回折・多重反射を含む波の場の解析において，Green関数法は最も合理的な手法と思われる。しかしながら，

その応用範囲が一様水深の水域に隈定されることが実周上の最大の難点となっている。この間題の解決に向けて

近似的解析手法を開発する努力は過去にもなされたが，広く受け入れられるには至らなかった。

　本論文の主題は，任意の地形条件に対してGreen関数法を応用し，H伽ho1tz形式に変換された緩勾配方程式

の数値解を求めることである。そのために，極座標系の放物型波動方程式を導き，これを数値的に解くことによっ

てHanke1関数に代わる点源波の素解を求める，という新たな考え方が提案されている。ここでは，Hanke1関数

の漸近近似を用い，また数値解析上の便宜を図るために，点波源の直近傍に一様水深の小領域を想定することが

余儀なくされる。併せて，開境界における接続条件の厳密な定式化についても考察がなされている。こうして拡

張・改良された解析手法をいくつかの港湾モデルに適用し，水理模型実験の結果との対比に基づいてその実用性

を立証した。

審査の結果の要旨

　波浪場の解析は海岸工学上の基本的命題であり，ここで提案された解析法は，その簡便かつ高信頼度の手段と

して今後実際の計画・設計に広く用いられる可能性が高い。その意味で，本研究の成果は学会等においても高く

評価されつつある。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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